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《
研
究
ノ
ー
ト
》

フ
ラ
ソ
ス
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
マ
ソ
の

レ
ジ
ス
タ
ソ
ス

伊
　
藤

高

弘

　
　
　
一
　
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
本
稿
は
、
筆
者
が
在
外
研
究
期
間
巾
に
入
手
し
た
史
料
ぎ
三
〇
ま

＞
d
O
d
m
肖
向
U
向
■
＞
d
Z
向
ω
勺
O
邑
戸
ぎ
8
餉
註
－
里
肉
凧
色
娑
芭
暮
9
ω
H
－

冒
O
Z
向
9
＞
d
Ω
d
ω
↓
向
　
Ω
H
■
■
O
H
一
岩
o
o
㎞
一
ω
巴
＝
？
U
o
邑
蜆
－
同
『
彗
一
〇
〇

の
紹
介
・
抄
訳
で
あ
る
。
A
6
版
、
三
二
ぺ
ー
ジ
の
小
冊
子
（
シ
モ
ー
ヌ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ジ
ロ
ー
共
著
）
は
、
顕
彰
と
追
憶
に
よ
る
”
証
言
・
と

し
て
の
性
椿
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
対
象
と
し
た
の
は
第
二
次
大
戦
下

の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
参
加
し
た
一
人
の
労
働
者
ス
ポ

ー
ツ
マ
ン
で
あ
る
。
日
仏
両
国
と
も
に
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
関
す
る
研
究
は

歴
史
的
蓄
穣
を
重
ね
つ
つ
、
最
近
で
は
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
神
話
に
た
い
す
る

三
フ
ボ
（
対
独
協
カ
）
に
光
を
あ
て
歴
史
の
実
像
に
迫
ろ
う
と
す
る
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
〕

動
向
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
歴
史
学
お
よ
ぴ
体
育
ス
ポ

ー
ツ
史
研
究
上
で
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
加
わ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
を
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
’
）

の
舞
台
に
の
ぼ
せ
検
討
を
加
え
た
も
の
は
皆
無
に
近
い
と
い
ウ
て
よ
い
。

　
未
開
拓
の
研
究
分
野
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
仏
両
国
に
お
け
る

”
ス
ポ
ー
ツ
運
動
”
が
挙
術
上
、
大
衆
的
な
文
化
運
動
上
で
認
知
さ
れ
、

正
当
な
市
民
権
を
得
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
で
も
あ
ろ
う
。

筆
者
は
、
一
九
六
五
年
以
来
約
二
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の

分
野
で
活
動
し
て
き
た
。
こ
の
間
数
次
に
お
よ
ぷ
訪
仏
の
機
会
を
得
て
、

主
と
し
て
F
S
G
T
（
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
体
操
連
盟
・
句
a
昌
茎
昌

o
o
o
o
『
箒
き
g
o
｝
∋
目
且
冨
旨
H
轟
轟
ε
と
交
流
を
重
ね
、
あ
わ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

研
究
憎
報
の
交
換
・
入
手
に
努
め
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
に

お
い
て
も
ス
ポ
ー
ツ
と
人
民
戦
線
や
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
史
上
で
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
を
位
置
づ
け
る
研
究
は
、
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
、

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
研
究
状
況
は
、
ま
た
歴
史
的
風
土
と
レ
ジ
ス
タ
ン
ス

下
の
栄
光
と
屈
辱
の
交
錯
し
た
複
雑
な
体
験
が
人
心
を
と
ら
え
離
さ
ず
、

そ
の
一
方
で
時
間
と
と
も
に
風
化
し
つ
つ
あ
る
現
状
を
ま
の
あ
た
り
に
し

て
、
一
九
八
五
年
を
前
後
し
て
後
世
に
残
し
伝
え
ろ
気
運
が
高
ま
っ
て
き

　
（
6
）

た
こ
と
と
も
関
連
し
て
い
よ
う
。

　
小
冊
子
の
目
次
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
通
し
番
号
は
抄
訳
者
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

　
序
文
　
　
　
ル
ネ
・
ム
ス
タ
ー
ル
F
・
S
・
G
・
丁
会
長

　
目
次

　
1
、
溶
接
工
・
競
歩
競
技
者
／
　
2
、
勝
利
者
才
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ド
ロ

ー
ヌ
／
　
3
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
に
た
い
す
る
抑
圧
／
　
4
、
ス
ポ
ー
ツ
運

動
の
統
一
■
　
5
、
反
フ
ァ
シ
ス
ト
闘
争
下
の
A
・
ド
ロ
ー
ヌ
／
　
6
、

サ
ン
・
ド
ニ
で
A
・
ド
ロ
ー
ヌ
　
ス
ポ
ー
ツ
の
分
裂
を
阻
止
／
　
7
、
人

410



（99）研究ノート

民
戦
線
の
も
と
で
ス
ポ
ー
ツ
の
前
進
／
　
8
、
犬
衆
ス
ポ
i
ツ
の
た
め
の

提
案
／
　
9
、
学
校
で
（
身
体
教
育
、
健
康
管
理
が
）
は
じ
ま
る
■
　
1
0
・

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
団
結
の
た
め
に
／
　
1
1
，
A
・
ド
ロ
ー
ヌ
の
国
際
活
動

■
　
1
2
、
ヒ
ト
ラ
ー
よ
り
は
人
民
戦
線
を
■
　
1
3
・
ダ
ラ
デ
ィ
エ
「
ユ
マ

ニ
テ
」
発
行
禁
止
／
　
1
4
、
パ
リ
を
無
低
抗
で
明
け
渡
す
／
　
1
5
・
A
・

ト
ロ
ー
ヌ
　
サ
ン
．
ド
ニ
ヘ
も
ど
る
／
　
1
6
、
逮
捕
、
監
禁
、
脱
走
■

〃
、
地
下
闘
争
下
の
A
．
ド
回
ー
ヌ
／
　
1
8
，
A
・
ド
ロ
ー
ヌ
と
再
会
■

1
9
、
最
後
の
避
遁
／
2
0
，
A
・
ド
ロ
ー
ヌ
　
ス
パ
イ
の
犠
牲
に
／
　
2
！
、

マ
ン
の
病
院
内
へ
の
潜
入
計
画
／
　
2
2
、
無
数
の
努
カ
が
灰
燐
に
■

2
3
、
裏
切
り
者
ア
ン
ド
レ
の
正
体
を
暴
露
／
　
2
4
、
模
範
的
な
生
涯
／

眺
、
栄
光
と
尊
敬
／
　
2
6
、
国
令
に
よ
る
表
彰
／
　
η
・
A
・
ド
回
ー
ヌ

競
技
場
と
通
り
■
　
㎎
、
A
・
ド
ロ
ー
ヌ
の
闘
争
を
継
続
■
　
2
9
・
レ
ジ

ス
タ
ン
ス
思
想
に
た
い
す
る
忠
誠

　
（
1
）
　
史
料
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
帰
国
後
報
告
し
た
も
の
が
『
研
究

　
　
年
報
棚
』
（
一
橋
大
学
体
育
共
同
研
究
室
編
集
発
行
）
七
－
一
〇
ぺ

　
　
ー
ジ
に
掲
餓
一
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
オ
ー
ギ
ニ
ト
・
ジ
ロ
ー
（
ぎ
。
・
冨
冨
Ω
－
F
昌
）

A
．
ジ
ロ
ー
は
サ
ン
．
ド
ニ
市
長
を
歴
任
し
、
一
九
四
三
年
一
月
に

ア
ン
ド
レ
．
メ
ル
シ
エ
に
か
わ
っ
て
P
C
F
を
代
表
し
て
C
N
R

（
低
抗
運
動
全
国
評
議
会
）
に
、
四
四
年
に
は
司
法
担
当
と
な
り
解

放
．
戦
後
改
革
に
加
わ
っ
た
。
今
目
、
A
・
ド
ロ
ー
ヌ
の
同
世
代
の

指
導
者
で
生
存
し
て
い
る
の
は
、
R
・
ガ
ツ
テ
イ
ニ
ヨ
（
元
F
S
G

T
会
長
）
、
H
．
セ
ガ
ー
ル
（
元
国
際
部
長
）
な
ど
隈
ら
れ
た
人
ぴ
と

で
あ
り
、
し
か
も
、
A
・
ド
回
ー
ヌ
と
は
人
民
戦
線
時
代
か
ら
パ
ー

　
ジ
ま
で
の
憧
か
な
期
間
し
か
接
触
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

　
て
、
A
．
ド
ロ
ー
ヌ
を
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の

　
い
わ
ぱ
地
上
と
地
下
の
二
屈
に
わ
た
っ
て
摘
き
あ
げ
え
る
人
物
は
、

　
A
．
ジ
ロ
i
を
お
い
て
他
に
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
o

　
な
お
A
．
ジ
ロ
ー
の
C
N
R
の
関
係
に
つ
い
て
は
H
・
ヌ
ー
グ
ェ
ル

　
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
歴
史
』
（
回
べ
．
ル
ニ
フ
リ

　
ホ
ン
、
一
九
七
六
、
一
九
八
一
）
4
の
三
五
四
ぺ
ー
ジ
と
5
の
二
一

　
一
ぺ
i
ジ
他
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）
　
平
瀬
徹
也
「
第
二
次
世
界
大
戦
と
民
衆
－
大
戦
下
フ
ラ
ン
ス
民

　
衆
の
意
識
と
行
動
I
」
、
『
歴
史
評
論
』
、
一
九
九
〇
、
八
、
二
九
－

　
三
九
ぺ
ー
ジ
。

（
4
）
　
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
ア
ソ
シ
ュ
「
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
ス
ポ
ー

　
ツ
　
ニ
つ
の
転
換
点
　
一
九
三
六
年
と
一
九
八
一
年
」
（
上
野
卓
邸

　
編
訳
『
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
』
、
民
衆
社
、
一
九
八
八
、
所
収
）

　
で
は
、
当
該
の
人
物
に
つ
い
て
四
行
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
九

　
七
－
九
八
ぺ
ー
ジ
。

（
5
）
　
ル
ネ
一
ム
ス
タ
ー
ル
著
、
早
川
武
彦
訳
『
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ポ
ー

　
ツ
運
動
』
（
青
木
書
店
、
（
一
九
八
七
）
に
よ
せ
た
拙
稿
「
刊
行
の
意

　
義
」
（
三
－
八
ぺ
ー
ジ
）
を
参
照
。

（
6
）
J
．
デ
フ
ラ
ー
ヌ
著
、
長
谷
川
公
昭
訳
『
ド
イ
ツ
軍
占
領
下
の

　
フ
ラ
ン
ス
』
（
文
庫
ク
セ
ジ
ユ
、
一
九
八
八
）
の
「
訳
者
あ
と
が
き
」

　
を
参
照
。
長
谷
川
が
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
八
五
年
前
後
は
・

　
か
つ
て
「
自
由
バ
リ
委
員
会
」
を
率
い
て
、
一
九
四
四
年
八
月
二
五

　
日
の
パ
リ
解
放
に
貢
献
し
た
A
・
ト
レ
を
先
頭
と
す
る
関
係
者
の
多
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年
の
努
カ
が
「
国
立
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
博
物
館
」
（
パ
リ
郊
外
．
シ
ャ

ン
ビ
ニ
ー
）
設
立
と
し
て
緒
実
し
は
じ
め
｛
」
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。

　
　
　
序
文

　
活
動
家
A
・
ド
ロ
ー
ヌ
の
政
治
行
動
と
ス
ポ
ー
ツ
生
活
は
、
確
固
と
し

た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
抵
抗
運
動
家
、
愛
国
者
、
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
と
し
て
の
彼
は
、
画
期
の
諸
条
件
の
も
と
で
、
人
民
の
福
祉
、
安
寧
、

平
和
、
自
由
の
た
め
の
闘
争
と
、
わ
か
ち
が
た
い
ス
ポ
ー
ツ
の
前
進
の
た

め
に
活
動
し
名
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
シ
モ
ー
ヌ
と
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ジ
ロ
ー
は
、
彼
の
活
動
の
再
現
ば
か
り

で
な
く
、
こ
の
期
間
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
史
上
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
私

た
ち
の
知
識
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
夫
妻
に
対
し

て
感
謝
の
気
持
ち
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
活
動
家
同
世
代
の
権
化
で
も
あ
っ
た
ド
ロ
ー
ヌ
は
、
困
難
な
諸
条
件
の

も
と
で
あ
り
な
が
ら
、
威
厳
と
責
任
を
も
っ
て
労
働
者
階
級
の
諸
権
利
の

獲
得
の
た
め
に
不
平
等
や
差
別
と
闘
い
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
労
働

者
階
級
の
諸
要
求
、
と
り
わ
け
彼
自
身
の
活
動
塞
盤
で
も
あ
る
労
働
者
ス

ポ
ー
ツ
の
組
織
化
の
た
め
に
、
新
機
軸
の
遺
を
拓
き
ま
し
た
。

　
彼
が
生
れ
た
一
九
〇
八
年
は
、
ま
た
最
初
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

（
F
S
T
）
の
基
礎
が
築
か
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
．
，
一
彼
は
一

九
二
一
年
に
会
員
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
第
一
次
大
戦
後
F
S
T
は

再
建
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ま
た
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
が
自

ら
の
責
務
と
し
て
、
不
十
分
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
施
設
や
更
衣
室
の
改
善
に

努
め
た
り
、
時
折
の
競
技
会
禁
止
の
措
置
に
た
い
し
て
、
警
察
に
異
議
申

し
立
て
を
す
る
と
い
う
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

彼
は
一
九
二
三
年
以
来
分
裂
し
て
い
た
二
つ
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

の
統
一
の
基
礎
を
築
き
、
一
九
三
四
年
に
統
一
さ
れ
た
F
．
S
．
G
．
T

（
フ
ラ
ン
ス
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
体
操
連
盟
）
の
書
記
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
一
九
二
一
年
か
ら
ヒ
ト
ラ
ー
・
フ
7
シ
ズ
ム
の
攻
撃
の
た
め
に
三
五

歳
で
悲
劇
的
な
死
を
迎
え
る
ま
で
の
間
、
彼
は
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本

的
な
財
政
基
盤
の
確
立
の
た
め
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

　
解
放
後
四
十
年
の
今
日
、
も
し
も
彼
が
存
命
で
あ
れ
ぱ
状
況
は
大
き
く

変
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
当
時
の
彼
を
手
本
と
し
た
同
志
た
ち
同

様
に
、
今
日
で
も
彼
を
必
要
と
し
、
私
た
ち
の
時
代
に
適
合
し
た
道
す
じ

を
み
つ
け
、
つ
く
り
だ
し
た
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
A
．
ド
ロ
ー

ヌ
に
よ
っ
て
導
ぴ
か
れ
た
闘
争
を
し
っ
か
り
と
す
す
め
る
た
め
に
、
基
本

的
な
学
習
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
上
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
一
九
八
五
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ネ
・
ム
ス
タ
ー
ル
F
・
S
・
G
・
T
△
酋
長

　
　
　
二
　
人
民
戦
線
時
代
の
活
動
－

　
　
　
　
　
抄
訳
の
理
解
の
た
め
に
ー
①

　
第
ニ
イ
ン
タ
ナ
シ
目
ナ
ル
の
分
裂
崩
壌
は
、
政
党
．
労
働
組
合
．
ス
ポ

ー
ツ
組
織
の
内
部
に
癒
し
が
た
い
傷
跡
を
残
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
も

例
外
で
は
な
く
帝
国
主
義
戦
争
反
対
派
と
右
翼
的
階
級
的
襲
切
り
派
の
溝

は
大
き
く
ひ
ろ
が
り
、
協
カ
共
同
あ
る
い
は
再
統
一
の
気
運
が
高
ま
り
、

行
動
の
第
一
歩
を
印
す
に
は
十
数
年
の
歳
月
を
必
要
と
し
た
。
と
く
に
フ

ラ
ン
ス
で
は
、
一
九
三
三
年
の
ナ
チ
ス
の
拾
頭
と
対
照
的
な
社
会
民
主
党
、
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共
産
党
・
労
働
者
階
級
の
懐
滅
的
な
状
態
、
さ
ら
に
国
内
の
フ
ァ
シ
ス
ト

分
子
の
盲
動
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
一
気
に
再
統
一
が
実
現
し
た
。

再
統
一
を
果
し
た
F
S
G
T
は
人
民
戦
線
運
動
の
一
翼
を
担
い
、
「
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
九
項
目
要
求
」
を
か
か
げ
政
策
実
現
の
た
め
に
奮
闘
し
、
ド
ロ

ー
ヌ
書
記
長
は
そ
の
先
頭
に
た
っ
た
。

　
7
、
人
民
戦
線
下
の
ス
ポ
ー
ツ
の
前
進

　
ド
ロ
ー
ヌ
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
は
、
こ
の
統
一
行
動

に
よ
ウ
て
会
員
は
三
万
人
か
ら
ニ
ニ
万
人
へ
と
急
増
す
る
な
ど
多
く
の
成

果
を
あ
げ
た
。
人
民
戦
線
政
府
で
は
、
社
会
主
義
者
レ
オ
ニ
フ
グ
ラ
ン
ジ

ュ
が
余
暇
・
ス
ポ
ー
ツ
担
当
相
に
就
任
し
た
。
こ
の
最
上
の
措
置
は
、
ド

ロ
ー
ヌ
が
彼
の
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
の
知
識
と
す
ぐ
れ
た
経
験
を
認
め
て

い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ェ
は
、
ド
ロ
ー
ヌ
に
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
高
等
評
議
会
の
メ
ン
バ
ー
に
就
任
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

彼
は
ま
た
、
財
源
に
た
い
す
る
無
関
心
さ
が
支
配
す
る
な
か
で
、
新
し
い

ポ
ス
ト
で
認
め
ら
れ
る
権
隈
と
す
ぺ
て
の
知
識
を
活
用
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の

事
業
に
貢
献
し
た
。
人
ぴ
と
は
、
配
廠
の
行
屈
い
た
野
外
・
体
育
・
ス
ポ

ー
ツ
活
励
の
発
展
を
支
持
し
た
。
金
脊
年
は
、
信
頼
と
幸
福
感
の
う
ち
に

「
さ
あ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
生
活
の
前
面
に
」
と
唱
和
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　
ド
ロ
ー
ヌ
は
、
長
期
旅
行
に
出
掛
け
、
経
験
盟
か
な
存
在
と
し
て
も
ど

っ
て
き
た
。
思
慮
深
い
存
在
と
し
て
復
帰
し
た
彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ポ

ー
ツ
状
況
に
関
す
る
研
究
に
と
り
く
み
、
P
C
F
の
理
論
誌
上
で
公
表
す

る
た
め
の
執
筆
活
動
に
と
り
く
ん
だ
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
フ
ラ
ン
ス
の

全
青
年
に
、
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
を
と
り
も
ど
そ
う
」
。
そ
れ
か
ら
の
ち
、

一
九
三
七
年
六
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ド
リ
オ
の
解
任
に
伴
な
う

サ
ン
・
ド
ニ
の
地
方
選
挙
に
た
い
し
て
局
地
的
な
挑
発
が
行
な
わ
れ
る
、

と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
の
田
舎
の
困
難
な
選
挙
の
過
程
で
彼
は
、

私
た
ち
の
周
辺
で
重
要
な
部
分
を
担
当
し
た
。
私
は
選
挙
の
縞
果
を
知
ら

さ
れ
た
時
、
再
ぴ
彼
に
抽
手
を
送
っ
た
。
ド
リ
オ
は
、
私
た
ち
人
民
戦
線

の
選
挙
人
名
簿
が
一
〇
、
六
三
三
票
を
獲
得
し
た
の
に
た
い
し
、
六
、
五

〇
七
票
に
す
ぎ
ず
打
ち
の
め
さ
れ
た
。

　
8
、
犬
衆
ス
ポ
ー
ツ
の
た
め
の
提
案

　
「
ユ
マ
ニ
テ
」
（
一
九
三
六
、
五
、
五
）
は
、
P
C
F
の
宣
言
を
発
表
し

た
。
そ
の
核
心
は
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
議
間
魑
に
言
及
し
た
も
の
だ
っ

た
。
「
私
た
ち
は
、
体
育
事
業
の
再
編
成
を
要
求
す
る
。
青
年
が
輝
や
く

ぱ
か
り
の
健
康
で
強
固
な
身
体
の
持
ち
主
と
な
る
た
め
に
、
数
百
万
の
背

年
が
健
魔
に
適
し
た
実
践
が
た
や
す
く
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
ま
た
我

が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
の
斜
陽
化
を
く
い
と
め
る
た
め
に
」
。
こ
の
宣
言
は
広

範
な
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
間
で
歓
迎
さ
れ
た
。
な
に
し
ろ
、
ス
ポ
ー
ツ
は
金

が
か
か
る
し
、
私
的
に
や
る
こ
と
だ
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
こ
の
報
適
に
関
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
紙
「
オ
ー
ト
」
編
集
長
ア
ン
リ
・
デ

グ
ラ
ン
ジ
ェ
は
「
ユ
マ
ニ
テ
」
に
た
い
し
て
イ
ン
タ
ブ
。
一
を
申
し
入
れ
た
。

「
私
の
考
え
で
は
、
野
外
で
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
が
公
明
正
大
に
行
な
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
運
動
は
、
く

だ
ら
な
い
人
た
ち
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
金
銭
に
よ
っ
て
腐
敗
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
も
し
も
貴
方
が
た
の
党
が
、
資
楕
・
権
限
の
あ
る
成
人
、

青
年
に
よ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
管
理
が
で
き
る
こ
と
を
、
そ
し
て
ギ
ャ
ン
ブ

ル
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
信
す
る
な
ら
ぱ
、
ス
ポ
ー
ツ
は

フ
ラ
．
ン
ス
に
お
け
る
巨
大
な
事
業
と
し
て
再
生
す
る
で
し
ょ
う
。
」
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し
か
し
そ
の
地
平
に
到
達
す
る
た
め
に
は
何
と
多
く
の
変
化
が
必
要
な

こ
と
だ
ろ
う
。
人
ぴ
と
は
そ
の
状
況
に
つ
い
て
ど
ん
な
想
像
を
す
る
の
だ

ろ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
の
予
算
は
、
一
九
二
八
年
に
は
五
、
五
〇
〇
万
フ
ラ

ン
ま
で
上
昇
し
た
が
、
一
九
三
六
年
の
人
民
戦
線
出
現
前
で
は
三
、
一
〇

〇
万
フ
ラ
ン
に
ま
で
下
っ
た
の
だ
。
フ
ラ
ン
ス
の
三
八
、
三
六
五
の
自
治

体
に
関
し
て
み
る
と
、
そ
の
内
三
五
、
四
九
〇
が
何
ら
か
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
競
技
場
を
保
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
主
要
な
目
標
の
プ
ー
ル

に
つ
い
て
四
三
ヶ
所
を
数
え
あ
げ
た
が
、
こ
れ
と
て
財
政
上
の
理
由
の
た

め
不
十
分
で
あ
っ
た
。
挙
校
で
も
青
年
用
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
し
、
身
体
文

化
用
の
体
育
館
な
し
の
有
様
だ
っ
た
。

　
（
1
）
　
戦
後
は
「
レ
・
キ
ソ
プ
」
と
紙
名
変
更
。

　
1
1
，
A
ド
ロ
ー
ヌ
の
国
際
活
動

　
こ
の
偉
犬
な
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
民
衆
の
間
で
平
和

と
友
憎
を
つ
ち
か
う
関
係
の
強
化
に
役
立
つ
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
。

彼
は
、
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
団
結
の
た
め
の
、
三
者
に
よ
る
委

　
（
1
）

員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
各
国
を
訪
問
し
、
各
競
技
閥
の
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
の
交
流
と
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
に
つ
い
て
こ
ま
か
く
調
査
し
、

そ
の
た
め
に
時
間
を
惜
し
ま
ず
に
活
動
し
た
。
た
と
え
ぱ
、
彼
は
ク
ー
ル

ヌ
ー
ブ
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
ユ
マ
ニ
テ
」
主
催
の
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
大
会
の
機
会
に
、
外
国
人
ラ
ン
ナ
ー
を
招
待
す
る
た
め
に
努
カ

し
、
大
会
は
完
壁
な
成
功
を
お
さ
め
た
。
一
九
三
八
年
と
三
九
年
に
開
催

さ
れ
た
こ
の
大
会
で
は
、
私
た
ち
は
ソ
ピ
エ
ト
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
チ
晶

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ァ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
の
す
ぐ
れ
た
ラ

ン
ナ
ー
に
盛
犬
な
抽
手
を
送
っ
た
も
の
だ
。
こ
の
時
期
、
不
幸
な
こ
と
に
、

フ
ラ
ン
ス
独
占
資
本
は
こ
の
目
的
に
反
し
平
和
と
自
由
と
人
民
戦
線
に
反

対
す
る
攻
撃
を
仕
掛
け
た
。
大
資
本
と
財
界
は
人
民
戦
線
、
平
和
と
自
由

を
攻
撃
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
の
だ
。

　
（
1
）
　
当
時
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
馳
は
、
R
S
工
と
S
A
S
I
に
分

　
　
裂
し
て
い
た
が
、
F
S
G
T
は
両
組
織
に
加
盟
せ
ず
中
立
の
立
場
を

　
　
と
り
つ
つ
、
伸
介
・
調
停
の
役
割
を
演
じ
て
い
た
。
な
お
A
・
ド
回

　
　
ー
ヌ
は
、
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
理
念
擁
謹
国
際
委
員
会
（
一
九
三
五
年
十

　
　
二
月
八
目
創
立
）
に
参
加
し
、
同
時
に
パ
ル
セ
ル
ナ
人
民
オ
リ
ン
ビ

　
　
ソ
ク
の
準
傭
に
も
参
画
し
た
（
F
・
ア
ソ
シ
ニ
削
掲
論
文
他
参
照
）
。

　
　
　
一
一
一
地
下
運
動
下
の
A
・
ド
ロ
ー
ヌ

　
　
　
　
　
ー
抄
訳
の
理
解
の
た
め
に
1
②

　
F
S
G
T
は
二
つ
の
組
織
（
U
S
S
G
T
と
F
S
T
）
が
統
一
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
前
者
の
指
導
者
に
は
（
ギ
＾
ル
ピ
ッ
ク
な
ど
）
年
輩
の
も

の
が
多
く
、
F
S
T
の
方
は
不
幸
な
こ
と
に
青
年
（
A
・
ド
ロ
ー
ヌ
な

ど
）
中
心
で
、
兵
士
と
し
て
動
貝
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
第
五
回
総
会

（
一
九
三
九
年
四
月
）
で
双
方
の
組
繊
か
ら
選
出
さ
れ
た
中
央
役
員
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
U
S
S
G
T
系
が
多
数
派
と
な
っ
た
。
F
S
T
系
の
指

導
者
が
動
員
解
除
に
よ
っ
て
復
帰
し
よ
う
と
し
た
が
、
残
留
の
中
央
委
員

会
グ
ル
ー
プ
が
G
・
マ
ロ
i
ヌ
会
長
や
A
・
ド
ロ
ー
ヌ
な
ど
を
除
名
・
排

除
し
た
。
そ
の
．
こ
一
九
四
一
年
に
ギ
旦
ル
ビ
ッ
ク
ら
が
ド
イ
ツ
軍
・
フ
ラ

ン
ス
政
府
・
警
察
の
強
迫
に
屈
し
、
F
S
G
T
を
U
S
G
T
（
労
働
者
ス

ポ
ー
ツ
・
体
操
同
盟
）
と
改
称
し
、
さ
ら
に
在
パ
リ
ド
イ
ツ
軍
関
係
者
の

コ
ラ
ボ
ヘ
と
転
落
す
る
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
A
・
ド
ロ
ー
ヌ
は
、
U
S

G
T
、
政
府
・
ド
イ
ツ
軍
と
の
闘
争
な
く
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
自
主
性
と
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祖
国
の
再
建
は
不
可
能
な
と
こ
ろ
ま
で
追
い
こ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
1
6
、
逮
捕
、
監
禁
、
脱
走

　
F
S
G
T
の
変
節
漢
に
よ
っ
て
侮
辱
、
挑
発
さ
れ
た
ド
ロ
ー
ヌ
に
は
、

も
は
や
地
下
運
動
下
の
闘
争
以
外
に
残
さ
れ
た
手
段
は
な
か
っ
た
。
彼
は

自
身
の
た
め
に
家
族
、
友
人
と
別
れ
を
告
げ
た
が
、
そ
の
こ
ろ
す
で
に
レ

ジ
ス
タ
ン
ス
に
参
加
し
て
い
る
諸
同
志
た
ち
と
の
再
会
を
果
し
、
身
分
を

変
化
さ
せ
て
い
た
。
し
か
し
不
幸
な
こ
と
に
、
一
九
四
十
年
十
二
月
六
日

フ
ラ
ン
ス
響
察
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
私
た
ち
の
同
志
が
、

シ
ャ
ト
i
ブ
リ
ア
ン
、
ポ
ア
シ
ー
中
央
、
ア
イ
ン
ク
i
ル
収
容
所
に
送
ら

れ
て
い
っ
た
こ
と
を
想
い
だ
す
。
こ
れ
ら
の
収
容
所
で
、
ド
ロ
ー
ヌ
は
全

拘
禁
者
の
た
め
の
身
体
文
化
の
組
織
化
過
程
で
、
地
下
運
動
下
の
愛
国
者

と
の
再
結
合
を
果
し
、
脱
走
可
能
な
時
期
ま
で
心
身
を
も
ち
こ
た
え
、
良

好
な
状
態
を
保
持
す
る
こ
と
に
気
を
配
っ
た
。

　
ま
た
彼
は
、
在
監
中
の
静
養
時
に
死
を
目
前
に
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
し
、
一
九
四
一
年
十
月
二
二
日
の
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ァ
ン
収
容
所
で

二
七
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
た
ち
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
最
近
人
質
と

な
っ
た
グ
ル
ー
プ
も
ド
イ
ツ
軍
に
よ
っ
て
銃
殺
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
考

え
て
い
た
。
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
収
容
所
外
の
援
助
と
細
心
の
準
備
に
よ

っ
て
、
彼
は
古
い
同
志
ー
バ
リ
の
ア
ン
リ
・
ゴ
ー
チ
エ
、
ナ
ン
ト
の
ゴ
ー

ダ
ン
と
と
も
に
、
一
九
四
一
年
十
一
月
二
一
日
脱
走
に
成
功
し
た
。

　
〃
一
地
下
闘
争
下
の
A
・
ド
ロ
ー
ヌ

　
バ
リ
に
も
ど
る
と
、
彼
は
数
人
の
同
志
と
と
も
に
外
部
と
の
連
絡
を
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

っ
た
。
彼
は
地
下
運
動
紙
「
自
由
ス
ポ
ー
ツ
筈
o
『
＝
亭
冨
」
を
創
刊
し
、

独
立
・
自
由
フ
ラ
ン
ス
を
実
現
し
ス
ポ
ー
ツ
実
践
の
自
由
を
と
り
も
ど
す

こ
と
を
決
定
し
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
た
ち
に
よ
っ
て
、
配
布
・
販
売
・
拡
大

が
行
な
わ
れ
た
。
認
識
経
戯
、
勇
気
に
加
え
て
彼
は
。
私
た
ち
の
地
方
の

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
有
能
な
指
導
者
と
な
っ
た
。
し
か
し
最
初
に
配
属
さ
れ

た
ビ
カ
ル
デ
イ
地
区
は
、
す
で
に
響
察
に
よ
っ
て
捜
査
網
が
し
か
れ
て
い

た
た
め
に
、
彼
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
地
方
へ
任
務
変
更
の
旅
へ
出
掛
け
ね
ぱ

な
ら
な
か
っ
た
。
す
く
な
く
と
も
六
ケ
月
後
に
、
彼
は
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
ヘ
、

イ
ト
ル
・
ヴ
ァ
レ
ー
ヌ
、
フ
ィ
ニ
ス
テ
寸
モ
ル
ビ
ア
ン
、
ロ
ア
ー
ル
河
下

流
、
モ
エ
ン
ヌ
と
ソ
ー
ス
・
ド
・
ロ
ル
ヌ
地
方
の
責
任
者
と
し
て
到
着
し

た
。
　
（
1
）
　
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
史
研
究
の
定
本
と
さ
れ
て
い
る
H
・
ヌ
ー
グ
エ

　
　
ル
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
歴
史
4
』
（
ロ
ペ
ー
ル
・

　
　
ラ
ッ
ホ
ン
、
一
九
七
六
）
の
八
六
ぺ
ー
ジ
に
組
織
と
し
て
の
「
自
由

　
　
ス
ポ
ー
ツ
」
が
登
揚
す
る
。
組
織
と
機
関
紙
名
の
「
自
由
ス
ポ
ー

　
　
ツ
」
に
つ
い
て
は
、
．
ハ
リ
か
ら
送
稿
し
た
「
対
独
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
と

　
　
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
、
『
自
由
ス
ポ
ー
ツ
』
と
A
・
ド
ロ
ー

　
　
ヌ
の
こ
と
」
、
『
ス
ポ
ー
ツ
の
ひ
ろ
ぱ
』
一
九
八
七
年
十
月
号
、
と

　
　
「
両
大
戦
間
・
戦
中
期
の
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
研
究
」
（
上
・

　
　
下
）
L
『
体
育
科
教
育
』
、
一
九
八
八
年
三
・
四
月
号
を
参
照
。
な
お

　
　
地
下
運
動
紙
「
自
由
ス
ポ
ー
ツ
」
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
紹
介

　
　
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
1
8
，
A
・
ド
ロ
ー
ヌ
と
再
会

　
一
九
四
三
年
春
、
共
産
党
地
下
指
導
部
は
私
に
ド
イ
ツ
軍
に
占
領
さ
れ

て
い
る
北
部
ゾ
ー
ン
の
私
た
ち
の
地
区
の
指
導
を
委
任
し
た
。
私
は
ブ
ル

タ
ー
ニ
ュ
を
訪
ね
た
時
に
ド
ロ
ー
ヌ
と
再
会
し
た
。
会
合
は
、
レ
ン
ヌ
で
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危
険
を
配
慮
し
て
開
か
れ
た
。
駅
は
ド
イ
ツ
軍
と
フ
ラ
ン
ス
響
察
に
よ
っ

て
厳
戒
体
制
が
し
か
れ
て
い
た
。
パ
リ
発
の
列
車
か
ら
私
が
下
軍
す
る
と
、

た
が
い
に
ち
ら
っ
と
顔
を
み
た
。
私
た
ち
は
話
を
せ
ず
に
、
私
は
彼
の
あ

と
を
追
っ
た
。
や
っ
と
非
常
に
安
全
な
場
所
に
き
て
、
彼
は
私
に
開
く
ぺ

き
会
合
と
別
離
の
場
所
の
住
所
を
示
し
た
。
彼
は
私
た
ち
の
宿
泊
す
る
予

定
の
熱
烈
な
愛
国
者
の
家
へ
向
い
、
私
は
気
取
ら
れ
な
い
た
め
に
二
、
三

分
の
間
隔
を
お
い
て
し
た
が
っ
た
。

　
私
た
ち
は
二
人
と
も
一
九
三
九
年
九
月
に
動
員
さ
れ
た
が
、
戦
争
の
た

め
に
仲
を
さ
か
れ
そ
し
て
再
会
し
た
の
だ
っ
た
。
フ
ァ
シ
ス
ト
に
反
対
す

る
戦
前
の
私
た
ち
の
閥
い
は
、
異
な
る
条
件
の
も
と
で
続
け
ら
れ
た
。
未

来
に
対
す
る
確
信
か
ら
、
私
た
ち
は
地
下
運
動
の
任
務
を
遂
行
し
た
。
私

の
同
志
は
、
私
が
一
九
四
三
年
四
月
一
日
（
二
一
一
号
）
付
の
地
下
運
動

紙
「
ユ
マ
ニ
テ
」
の
現
物
を
手
渡
し
た
時
、
感
激
し
た
。

　
タ
イ
ト
ル
の
下
の
発
行
年
月
日
を
入
れ
た
部
分
の
す
ぐ
下
に
、
三
行
の

重
要
な
指
示
が
示
さ
れ
て
い
た
。
統
一
せ
よ
！
　
武
装
せ
よ
！
　
戦
闘
せ

よ
！
　
ド
ロ
ー
ヌ
は
私
に
「
新
聞
は
真
の
組
織
者
だ
。
同
志
た
ち
を
感
激

さ
せ
、
動
き
を
ス
ム
ー
ス
に
す
る
」
と
語
っ
た
。
こ
の
会
合
で
、
私
は
、

こ
の
新
地
下
運
動
紙
「
ユ
マ
ニ
テ
」
の
指
示
の
具
体
化
の
た
め
の
責
務
と

関
連
し
て
、
今
こ
の
瞬
間
の
軍
事
的
・
政
治
的
状
況
に
つ
い
て
詳
細
に
の

ぺ
た
。

　
私
は
、
行
動
す
る
た
め
に
、
私
で
は
な
く
新
聞
に
期
待
し
て
い
な
か
っ

た
ド
ロ
ー
ヌ
に
話
を
せ
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
私
に
「
『
国
民
戦
線

（
F
P
）
』
と
『
自
由
射
手
と
遊
撃
隊
（
F
T
P
）
』
創
設
に
関
す
る
新
聞

や
ピ
ラ
の
発
行
、
対
敵
武
装
行
動
の
重
要
性
と
利
害
、
」
な
ど
に
つ
い
て

打
明
け
た
。
さ
ら
に
計
画
は
つ
づ
け
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
軍
兵
士
搭
乗
の
列

車
の
脱
線
、
別
働
隊
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
、
給
油
所
の
破
壊
、
電
話
線
の
切

断
、
対
独
協
カ
企
業
内
で
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
等
々
。
「
君
た
ち
の
メ
ン
バ

ー
は
ど
の
く
ら
い
な
の
？
」
と
い
う
私
の
質
問
に
、
彼
は
地
区
，
こ
と
の
一

覧
表
を
示
し
た
。
政
治
指
導
者
群
、
多
数
の
愛
国
者
、
共
産
主
義
者
に
た

い
し
て
、
よ
り
大
胆
で
何
ら
か
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
イ
ヴ
を
発
揮
す
る
こ
と
は

不
可
避
だ
っ
た
。
一
ケ
月
に
二
回
と
き
め
た
こ
の
会
合
で
、
彼
は
時
と
し

て
悲
観
的
に
な
り
な
が
ら
も
、
す
ば
ら
し
い
結
果
を
生
み
だ
す
効
果
的
な

局
面
を
つ
く
り
だ
し
て
い
う
た
。
と
同
時
に
逮
捕
さ
れ
、
犠
牲
と
な
っ
た

同
志
た
ち
に
か
わ
る
人
び
と
を
送
り
だ
さ
ね
ぱ
な
ら
ず
、
待
っ
て
お
れ
な

か
っ
た
の
だ
。

　
毎
回
の
会
議
の
た
ぴ
．
こ
と
に
、
私
た
ち
は
小
憩
を
は
さ
ん
だ
り
、
楽
し

く
し
か
し
質
素
な
食
事
を
と
も
に
し
な
が
ら
深
更
ま
で
す
，
こ
し
た
。
多
く

の
決
定
と
と
も
に
、
私
は
い
つ
も
、
警
察
と
ス
パ
イ
が
逮
捕
者
を
連
行
す

る
計
画
を
挫
折
さ
せ
る
た
め
に
、
安
全
性
に
配
慮
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
て
い
た
。

　
彼
を
地
下
の
基
本
交
通
ル
ー
ト
か
ら
遠
ざ
け
る
必
要
が
あ
っ
た
し
、
毎

回
の
会
議
．
こ
と
に
不
注
意
や
軽
卒
な
言
動
な
ど
の
悪
弊
を
矯
正
し
つ
つ
、

全
組
織
化
の
各
階
梯
に
お
い
て
交
通
関
係
の
新
方
法
を
創
造
す
る
た
め
に
、

絶
え
ず
警
戒
心
を
も
ち
念
に
は
念
を
入
れ
て
行
動
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

彼
に
と
っ
て
の
問
題
は
、
戦
士
た
ち
の
生
命
を
最
犬
隈
に
防
衛
す
る
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
の
だ
。

　
1
9
、
最
後
の
避
遁

　
指
示
さ
れ
た
会
合
で
、
私
は
ド
ロ
ー
ヌ
に
素
晴
し
い
情
報
－
一
九
四
一
＝
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年
四
月
ニ
ハ
日
の
夜
半
か
ら
一
七
日
に
か
け
て
労
組
の
統
一
が
実
現
し
再

建
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ
ぴ
五
月
二
七
日
に
C
N
R
が
創
立
さ
れ
た
こ
と
ー

を
伝
え
た
。
二
つ
の
出
来
事
は
、
私
た
ち
の
地
域
、
地
区
に
好
影
響
を
も

た
ら
し
た
。
つ
ぎ
に
六
月
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
が
「
私
た
ち
は
、
七

月
一
四
日
の
記
念
祭
に
む
け
て
統
一
行
動
の
組
織
化
と
武
装
行
動
に
た
ち

あ
が
る
日
の
準
備
に
つ
い
て
命
令
を
う
け
と
っ
た
。
占
領
軍
は
、
バ
ス
チ

ー
ユ
で
の
逮
捕
が
愛
国
者
の
記
億
の
中
に
生
々
し
く
残
っ
て
い
る
こ
と
を

自
覚
し
て
い
た
。

　
ド
回
ー
ヌ
の
作
成
し
た
行
動
計
画
は
大
胆
不
敵
な
も
の
だ
っ
た
。
私
が

注
目
し
た
の
は
、
彼
が
私
た
ち
の
組
織
と
連
絡
を
と
る
こ
と
を
強
調
し
た

こ
と
だ
っ
た
。
町
村
に
お
い
て
計
圃
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
新
し
い
愛

国
者
勢
カ
が
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。

　
そ
の
間
に
、
ナ
ン
ト
で
恐
る
ぺ
き
こ
と
が
起
っ
た
。
ド
イ
ツ
軍
と
フ
ラ

ン
ス
警
察
は
、
戦
列
の
中
の
特
定
の
人
物
を
逮
捕
す
る
作
戦
を
展
開
し
は

じ
め
た
。
そ
れ
は
ス
バ
イ
た
ち
が
会
議
で
で
っ
ち
あ
げ
た
も
の
で
、
私
た

ち
は
他
の
逮
捕
者
へ
の
お
ど
し
で
あ
る
と
う
け
と
め
た
。
私
た
ち
は
、
毎

回
の
逮
捕
に
関
す
る
正
確
な
報
告
を
も
と
に
組
織
－
他
に
被
害
を
及
ぽ
さ

な
い
た
め
と
、
ス
パ
イ
の
正
体
を
見
破
る
た
め
の
ー
を
創
立
す
る
こ
と
で

一
致
し
た
。
こ
の
陰
惨
な
や
り
口
を
解
明
可
能
に
す
る
憎
報
を
入
手
す
る

時
ま
で
、
私
は
ド
ロ
ー
ヌ
に
ナ
ン
ト
に
も
ど
る
な
、
と
忠
告
し
、
他
の
場

所
で
の
会
合
場
所
を
指
定
し
た
。
ド
ロ
ー
ヌ
は
、
す
ぱ
や
く
同
意
の
回
答

を
よ
こ
し
、
私
た
ち
は
一
番
早
い
会
合
の
日
時
を
き
め
た
あ
と
別
れ
た
。

し
か
し
あ
あ
、
何
と
い
う
こ
と
だ
。
彼
は
そ
の
場
所
に
い
な
か
っ
た
の
だ
。

　
2
0
、
ド
回
ー
ヌ
、
ス
パ
イ
の
犠
牲
に

　
ナ
ン
ト
の
状
況
、
そ
し
て
マ
ン
の
同
志
た
ち
が
ス
パ
イ
の
犠
牲
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
す
れ
ぱ
、
彼
の
逮
捕
の
危
険
性
が
迫
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え

た
。
恐
し
い
知
ら
せ
が
パ
リ
に
急
報
で
到
着
し
た
。
ソ
ー
ス
の
責
任
者
か

ら
の
憎
報
だ
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
七
月
二
七
日
、
ド
ロ
ー
ヌ
が
重
傷
を
負

い
、
こ
の
村
の
病
院
に
移
送
さ
れ
ド
イ
ツ
軍
の
看
視
下
に
お
か
れ
て
い

る
」
と
い
う
の
だ
。
こ
の
急
報
は
私
た
ち
に
と
っ
て
は
辛
い
も
の
だ
ウ
た
。

　
私
は
P
C
F
地
下
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
指
令
を
受
取
っ
た
。
そ
れ

は
、
ド
イ
ツ
軍
か
ら
同
志
を
救
出
す
る
た
め
に
、
委
任
を
う
け
て
た
だ
ち

に
現
地
へ
出
向
く
よ
う
に
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
マ
ン
に
到
着
す
る
と
、

私
は
ロ
ァ
ー
ル
・
大
西
洋
地
区
の
書
記
ア
ン
ド
レ
か
ら
ド
ロ
ー
ヌ
に
つ
い

て
の
意
見
聴
取
を
行
な
っ
た
。
ド
ロ
ー
ヌ
と
ア
ン
ド
レ
と
の
最
終
の
会
合

は
、
彼
が
党
と
遮
断
さ
れ
た
位
置
に
い
た
の
で
極
秘
の
会
合
と
し
て
計
画

さ
れ
た
。

　
こ
の
会
合
は
、
マ
ン
の
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
犬
通
り
の
ク
ー
ホ
ー
ル
橋
と

し
た
。
ド
回
ー
ヌ
は
何
の
懸
念
も
抱
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
、
こ
ろ
、

彼
は
ソ
ー
ス
の
F
T
P
の
賛
任
者
ガ
ス
ト
ン
（
本
名
ジ
ャ
ン
・
フ
レ
ス

ネ
）
を
同
遺
し
た
も
の
だ
っ
た
。
橘
に
着
く
や
否
や
、
待
ち
う
け
て
い
た

二
人
の
警
官
は
彼
が
問
魍
の
人
物
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、

二
人
の
同
志
を
撃
っ
た
。
ジ
ャ
ン
・
フ
レ
ス
ネ
は
そ
の
場
で
殺
害
さ
れ
、

ド
ロ
ー
ヌ
は
重
傷
を
負
い
な
が
ら
、
逃
げ
場
を
探
そ
う
と
し
た
。
し
か
し

警
察
た
ち
は
も
た
も
や
発
砲
し
た
。
彼
は
再
ぴ
立
ち
上
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
誰
か
が
ゲ
シ
＾
タ
ポ
に
秘
密
を
も
ら
し
た
の
だ
。
正
真
正
銘
の

翼
は
計
画
的
な
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
を
と
っ
た
の
は
誰

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
誰
が
警
察
に
出
会
い
の
こ
と
を
も
ら
し
た
の
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か
？
　
ア
ン
ド
レ
以
外
は
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
し
、
彼
は
ド
回
ー
ヌ
と
は

ナ
ン
ト
で
地
下
活
助
の
整
理
の
た
め
に
規
則
的
に
出
会
っ
て
い
た
。
犠
牲

に
関
す
る
調
査
は
た
だ
ち
に
は
じ
め
ら
れ
た
。

　
2
1
、
マ
ン
の
病
院
内
へ
の
潜
入
計
画

　
早
遠
、
私
た
ち
は
愛
国
医
者
と
と
も
に
重
要
な
接
触
の
遭
を
さ
が
し
求

め
よ
う
と
し
た
。
つ
ぎ
に
F
N
の
同
志
は
、
ド
回
ー
ヌ
が
軟
禁
さ
れ
て
い

る
と
恩
わ
れ
る
場
所
の
確
認
の
た
め
に
出
掛
け
た
。
し
か
し
大
き
な
困
難

に
直
面
し
た
。
負
傷
し
た
ド
ロ
ー
ヌ
は
か
か
え
あ
げ
る
こ
と
も
、
動
か
す

こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。
医
者
は
、
私
た
ち
に
数
人
で
ベ
ッ
ト
．
こ
と

も
ち
あ
げ
ね
ぱ
な
ら
な
い
、
と
い
っ
た
。
ド
ロ
ー
ヌ
は
、
こ
の
揚
上
・
運

搬
作
業
で
果
し
て
生
き
な
が
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
医

者
は
誘
っ
た
。
そ
の
間
に
十
人
の
F
T
グ
ル
ー
プ
が
急
い
で
か
け
つ
け
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
病
院
の
料
理
用
か
ま
ど
ぞ
い
に
あ
る
牧
草
用
の
犬
き

な
穴
に
か
く
れ
ひ
そ
ん
で
い
た
。
そ
の
場
所
か
ら
、
私
た
ち
は
愛
国
鉄
適

員
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
合
鍵
で
門
を
開
け
、
内
部
に
深
く
潜
入
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
私
た
ち
は
歩
噌
二
人
を
眠
ら
せ
、
電
諸
交
換
台
を
占
拠
し
た
。

攻
撃
計
画
は
朝
の
う
ち
の
三
時
間
で
終
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
熟
知
し

て
い
た
の
で
、
詳
細
な
都
分
も
定
規
で
は
か
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
あ
っ
た
一
台
の
車
が
こ
の
場
所
に
停
車
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
車
で
ド
ロ
ー
ヌ
を
マ
ン
か
ら
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
ノ
ワ
イ
ヨ
ン
・
シ
ュ
ー
ル
・
ソ
ー
ス
の
安
全
な
場
所
に
運
ぴ
、

看
護
婦
を
つ
け
投
薬
治
療
を
す
る
手
筈
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
指
定
し

た
時
間
に
車
は
到
着
し
な
か
っ
た
。
待
機
時
間
は
長
く
は
と
れ
な
か
っ
た
。

私
た
ち
の
不
安
は
つ
の
る
ぱ
か
り
だ
っ
た
。
な
ぜ
遅
れ
る
の
か
？
　
私
た

ち
は
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
リ
ー
ダ
ー
の
救
出
の
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
ゴ
ー
ル

真
近
か
に
き
て
い
る
と
い
う
の
に
。
自
動
車
も
な
く
行
動
不
能
と
な
る
な

ん
て
、
と
て
も
た
え
が
た
い
こ
と
だ
っ
た
。
苦
悶
の
二
十
分
が
す
ぎ
た
後
、

私
た
ち
は
規
則
正
し
く
巡
回
し
て
く
る
ド
イ
ツ
軍
歩
噌
に
気
づ
か
れ
な
い

た
め
に
、
沈
黙
を
続
け
て
い
た
場
所
を
去
っ
た
。
私
た
ち
は
彼
を
よ
く
知

っ
て
い
た
し
、
私
た
ち
の
た
め
に
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
ど

ん
な
代
価
を
払
っ
て
で
も
救
出
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
囚
人
だ
っ
た
。

　
2
2
　
無
数
の
努
カ
が
灰
嬢
に

　
ド
イ
ツ
軍
の
掌
中
で
彼
は
従
容
と
し
て
死
を
迎
え
る
と
い
う
の
か
？

こ
れ
は
歴
然
た
る
事
実
に
屈
服
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
私
た
ち
は
脱
出
を
再

度
追
求
す
る
予
定
に
加
え
て
ル
ー
ト
・
ボ
ン
ヌ
タ
ー
ブ
ル
を
通
じ
て
人
里

離
れ
た
隠
れ
家
に
武
器
・
弾
薬
、
食
料
を
こ
ウ
そ
り
と
搬
入
し
、
F
T
P

の
グ
ル
ー
プ
が
近
く
で
、
二
、
三
日
見
張
る
こ
と
に
し
た
。
私
た
ち
の
失

望
感
は
、
ド
回
ー
ヌ
が
マ
ン
近
く
の
べ
ー
ル
・
ゴ
ラ
ン
ヘ
救
急
車
で
移
送

さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
時
に
極
ま
っ
た
。
ド
イ
ツ
軍
は
ど
ん
な
こ
と
を
し

て
で
も
彼
を
訊
問
し
た
か
っ
た
の
だ
。
ド
イ
ツ
軍
は
拷
問
を
加
え
、
彼
の

活
動
や
組
織
関
係
に
つ
い
て
の
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
望
み
だ
っ
た
。

し
か
し
、
彼
は
黙
秘
を
つ
づ
け
一
言
も
も
ら
さ
な
か
っ
た
。

　
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
は
、
彼
が
病
院
で
今
日
に
も
重
篤
状
態
に
陥
ち
入
り
死
亡

す
る
こ
と
を
恐
れ
た
。
だ
が
A
・
ド
ロ
ー
ヌ
は
、
一
九
四
三
年
九
月
二
一

日
、
死
亡
し
た
。
享
年
三
五
歳
だ
ウ
た
。
死
亡
者
名
簿
に
は
、
ポ
ー
ル
・

ボ
ニ
フ
ァ
ー
ス
、
推
定
三
二
歳
、
と
記
鮫
さ
れ
た
。
残
忍
な
人
間
ど
も
で

も
、
彼
の
本
名
、
秘
密
を
と
き
あ
か
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。
ボ

ニ
フ
ァ
ー
ス
と
は
、
彼
が
所
持
し
て
い
た
偽
の
身
分
証
明
書
に
記
載
さ
れ
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て
い
た
名
前
で
あ
っ
た
。

　
英
雄
の
死
か
ら
二
、
三
日
後
に
「
F
T
P
－
A
・
ド
ロ
ー
ヌ
グ
ル
ー
プ
」

が
編
成
さ
れ
た
。
私
た
ち
は
戦
列
強
化
の
た
め
に
〃
A
・
ド
ロ
ー
ヌ
の
同

級
生
。
と
い
う
名
の
事
業
を
は
じ
め
た
。
侵
略
者
と
盟
切
り
者
に
対
す
る

闘
争
に
よ
っ
て
、
同
志
の
仇
を
討
つ
と
い
う
決
定
は
ブ
ル
タ
ー
二
＾
の
闘

士
た
ち
を
奮
い
た
た
せ
た
。
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
と
フ
ラ
ン
ス
警
察
に
対
す
る
宣

戦
布
告
は
地
下
運
動
紙
「
ユ
マ
ニ
テ
」
に
公
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

四
　
解
放
と
戦
後
叙
勲
－
抄
訳
の
理
解
の
た
め
に
ー
③

　
彼
の
死
後
、
戦
局
は
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
勢
カ
と
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
金
面
反

攻
の
季
節
と
な
っ
た
。
一
九
四
四
年
六
月
六
日
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
上
陸
作

戦
、
八
月
二
五
日
パ
リ
解
放
、
ナ
チ
ス
ヘ
の
屈
服
の
証
し
と
さ
れ
た
U
S

G
T
か
ら
F
S
G
T
へ
、
そ
し
て
一
九
三
九
年
に
バ
ー
ジ
さ
れ
た
F
S
T

系
の
指
導
者
が
復
帰
し
、
U
S
G
T
内
で
困
難
か
つ
重
要
な
任
務
を
遂
行

し
て
い
た
同
志
た
ち
と
共
同
し
、
コ
ラ
ボ
に
転
落
し
た
指
導
者
の
処
分
を

断
行
す
る
。
明
け
て
一
九
四
五
年
五
月
八
日
フ
ラ
ン
ス
金
土
の
解
放
。
F

S
G
T
は
六
月
三
十
日
、
七
月
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
バ
リ
市
役
所

で
再
建
総
会
を
開
催
し
た
。
そ
の
。
こ
、
一
九
四
七
年
一
月
に
な
り
、
サ

ン
・
ド
ニ
市
か
ら
A
・
ド
ロ
ー
ヌ
に
た
い
す
る
顕
彰
と
叙
勲
の
申
請
と
と

も
に
、
生
き
残
っ
た
警
官
と
裏
切
り
者
が
特
赦
に
よ
る
恩
恵
う
け
る
こ
と

に
反
対
し
、
そ
の
資
格
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
異
議
申
立
を
し
た
。
五
月

三
一
日
、
国
令
に
よ
り
オ
i
ギ
ュ
ス
ト
・
ド
回
ー
ヌ
に
レ
ジ
雪
ン
・
ド
ヌ

ー
ル
勲
章
が
追
贈
さ
れ
た
。
彼
の
栄
誉
を
讃
え
る
た
め
に
肖
像
が
サ
ン
・

ド
ニ
歴
史
美
術
博
物
館
に
飾
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
彼
の
偉
業
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
に
、
サ
ン
・
ド
ニ
を
は
じ
め
と
し
て
マ
ン
、
レ
イ
ム
、
イ

ヴ
リ
イ
な
ど
で
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ド
回
ー
ヌ
と
い
う
名
を
冠
し
た
競
技
場

と
通
り
が
誕
生
し
た
。

　
一
九
八
五
年
六
月
、
フ
ラ
ン
ス
解
放
と
A
・
ド
ロ
ー
ヌ
ヘ
の
叙
勲
の
四

十
周
年
を
記
念
す
る
式
典
が
サ
ン
・
ド
ニ
で
開
催
さ
れ
、
本
冊
子
も
刊
行

さ
れ
た
。

五
　
お
わ
り
に

　
こ
ん
、
こ
の
課
題
に
つ
い
て
。
一
つ
は
本
文
中
の
注
で
ふ
れ
て
も
い
る
が
、

F
S
G
T
機
関
紙
「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
地
下
運
動
紙
「
自
由
ス
ポ
ー
ツ
」
の

書
誌
的
整
理
が
あ
る
。
二
つ
め
は
、
P
・
モ
ー
シ
目
「
第
二
次
世
界
大
戦
、

占
領
、
低
抗
　
…
－
一
九
三
九
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
F
・
S
・
G
・

T
」
（
機
関
誌
『
ス
ポ
ー
ツ
と
野
外
』
、
一
九
七
五
、
七
・
八
月
号
）
の
訳

出
で
あ
る
。
こ
の
訳
出
に
よ
っ
て
、
今
回
の
抄
訳
に
よ
る
A
・
ド
ロ
ー
ヌ

は
フ
ラ
ン
ス
政
治
と
ス
ポ
ー
ツ
運
励
の
全
局
面
に
お
け
る
正
当
な
地
位
を

回
復
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
A
・
ド
ロ
i
ヌ
が
「
オ
リ
ン
ビ

ッ
ク
理
念
擁
護
国
際
委
員
会
」
と
関
係
し
た
こ
と
と
も
あ
わ
せ
て
、
バ
ル

セ
ロ
ナ
人
民
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
ヘ
F
S
G
T
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
も
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
川
成
洋
『
も
う
一
つ
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
（
筑
摩
書
房
）
の
近
刊
予
告
が
発
表
さ
れ
て
い
る
だ
け

に
そ
の
感
一
入
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橘
大
挙
講
師
・
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授
）
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